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1.問 題の所在と研究目的

日本の外国人労働者数は年々増加傾向にある。厚生労働 省(2020)に おける 「外国

人雇用状況」の届出状況によると、在留資格別外国人労働者数は 「身分に基づく在留

資格1」(32.1%)が最も多く、次いで、「技能実習」(23.1%)、「資格外活動(留 学)」(22.5%)

となっている。その うち、「資格外活動(留 学)」 に着目すると、在 日私費留学生の7

割以上がアルバイ トに従事 してお り、大学と大学院に在籍 している私費留学生のアル

バイ ト従事率をみると、「学部 レベルの研究生 ・聴講生」(82.4%)、 「大学院 レベルの研

究生」(78.0%)、 「学部正規課程」(74.4%)、 「大学院修士課程博士前期課程」(66.4%)、

「大学院博士課程博士後期課程」(58.0%)の 順になっている(日本学生支援機構,2019)。

また、アルバイ トの職種 として最も多いのは軽労働の 「飲食業」(41.9%)で 、続いて

「営業 ・販売(コ ンビニ等)」(28.9%)、 「ティーチングアシスタン ト・リサーチアシス

タン ト」(7.3%)、 「翻訳 ・通訳」(6.7%)、 「語学講師」(6.2%)で ある(日 本学生支援機

構,2019)。 つまり、在 日留学生の多くがアルバイ トに従事 している現状であり、日本

の労働市場における留学生の存在は大きい。

大学や大学院に在籍 している中国人私費留学生を対象に、アルバイ ト活動について

調査を行った黄(2015;2018;2020;2021)の 一連の研究では、中国人私費留学生は

「経済的理由」などの外発的動機づけ、「心理的満足」などの内発的動機づけ、「日本

社会 ・日本人との交流」などの社会的動機づけを持ってアルバイ トに従事しているこ

とが報告されており、アルバイ ト活動を通 して 日本社会や 日本人に対する理解を深め

たことや 自分自身が成長 したこと、生活費や学費を得たことを肯定的に捉えていると

述べている。また、アルバイ トの経験 とアルバイ ト活動を通 して得たと認識する肯定

感に関しては、「中国語などの語学」を教えた経験がある場合、アルバイ ト先で学んだ

ことは将来の仕事先で活かせると認識するとしている。中国語など中国人私費留学生

が母語を相手に教えることで 自己肯定感を獲得 し、その自信によってアルバイ トの経

験が将来の仕事に役に立っ と思 うなど、自分自身の将来のキャリアについて考えるこ

とに繋がるとされている。一方、「中小企業 ・商社の事務」のアルバイ ト経験がある場

合、生活費が得 られたことを肯定的に捉えているとしている。つま り、中国人私費留

学生のアルバイ ト経験に関しては、アルバイ トの職種の違いにより、将来のキャリア

志向についての捉え方に異なる影響を与えることが予測 される。

在 日私費留学生を対象にした研究ではないが、西 ・柳澤(2010)で は、日本人大学

1「 身分に基づく在留資格」には、「永住者」「日本人の配偶者」「永住者の配偶者等」「定住者」が

該当する(厚 生労働省,2020)。
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生にとってアルバイ トは学生の立場で企業への適応や仕事の方法を学習す ることがで

きる活動であ り、アルバイ ト先で学んだことが職業選択に影響を及ぼす としている。

また、関口(2010)に おいても、 日本人大学生のアルバイ ト経験とキャ リア形成につ

いて、スキル多様性の高いアルバイ トに従事しているほど、主体的キャリア行動が高

いと述べている。 日本語学校に通 う中国人私費留学生を対象に、将来のキャリアにつ

いて調査 した黄(2019)は 、中国人私費留学生は将来のキャリアについて、「起業志向」

「第三国志向」「将来不透明性」「中国 ・日本関連企業への就職志向」「日本での就職志

向」を持っているとしている。そこでは、将来のキャリアについて 「日本での就職志

向」がある場合、アルバイ ト活動を通して 「学業へのポジティブな姿勢」を獲得した

と捉えやすいことを明らかにしている。また、黄(2018)の 調査では、大学や大学院

に在i籍している中国人男子私費留学生は卒業 ・修了後のキャリア志向として 「日本で

起業」 「日本で就職」「帰国して就職 を持ってお り、中国人男子私費留学生の将来の

キャリアに対する志向によってアルバイ ト経験の捉え方が異なるとしている。つまり、

将来、「日本で起業」「日本で就職」など、 日本 との関わ りを持ち続けよ うと考える場

合は、アルバイ トの経験が将来のキャリアにポジティブな影響を及ぼす としているが、

「帰国して就職」など日本との関わりを持とうとは考えていない場 含は、アルバイ ト

の経験が将来のキャリアに及 ぼす影響が少ない としている。さらに、黄(2021)で は、

アルバイ ト活動について、 日本語学校 と大学や大学院に在籍している中国人私費留学

生の比較検討 を行っている。そこでは、学部生は日本語学校生に比べてアルバイ ト活

動を通して、将来のキャリアについてより具体的に考えるようになると述べている。

このように、中国人私費留学生のアルバイ ト経験に対する捉え方や将来のキャリアに

対する志向、および所属は複合的に関連すると考えられる。

また、大学生が将来の進路を選択 したり決定 したりする際に、「将来実現 させたいこ

と」と、進路や職業を決めるとい う活動に関わ り合 うことができるかどうか不安にな

るとい う心理状態を示す 「キャ リア意思決定」が影響 し合 うとされている(三 保 ・花

井 ・清水,2009)。 キャリア意思決定は、将来の職業を選択 ・決定することに関係する

心理領域を広 く測定することを目的として開発 された尺度である(清水・花井,2007)。

大学生にとって、キャリア選択は未知かつ自らの将来を決める重要な課題であるが、

多くの大学生は大学卒業後の進路を選択する際にス トレスを感じていると言われてい

る。小柴 ・高橋 ・根建(2016)で は、関東圏内の私立大学に在籍する学生154名 を対

象に、キャリア選択に対する認知的評価や進路意思決定の困難さについて調査を行い、

自身のや りたいことを探す傾 向にある大学生は、進路を決定する際に、 自身の進路先

に対する方向性や能力に対 して、不安や戸惑いが生 じるとしている。また、村越(2011)

は、日本語学校に通 う中国人学生 と韓国人学生の進路選択に関する調査を行い、 日本

語学校を卒業後の進路を選択するにあたって、中国人学生の特徴 として教員から 「将

来について悩んでいるとき、励ましてもらった」「将来について悩んだ り、迷ったりし

たとき、助言 してもらった」な ど 「心理 ・指導サポー ト」を受けたことが 「進学や就

職の目的や意味を明確にすることができる」などの 「将来設計」が しやすい と述べて
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いる。つまり、中国人私費留学生が日本で大学や大学院を卒業 ・修了後、将来の進路

を考える際に、それを実現させるにあたって不安や葛藤 戸惑いなど様々な心理状態

に陥ることが推測され、将来の進路を選択 ・決定する過程 において留学生と関わ りの

ある人々からのサポー トが重要であると考えられる。さらに、キャリア選択の行動は、

学年 を経るにつれて発達 ・変化する(花 井 ・清水,2007)こ とがある。そのため、中国

人私費留学生の所属が将来のキャリア志向に影響を与える可能性も考えられる。 日本

の高等教育機関に在籍する中国人私費留学生は、 日本の大学や大学院などで学業を終

え、その後、日本で企業等に就職する傾向が強い(日 本学生支援機構,2020)と されて

いるが、中国人私費留学生の将来のキャリア志向について詳細に検討 した研究は数少

ない。また、中国人私費留学生が将来の職業を選択 ・決定する際の心理状態について

詳細に検討 した研究も僅少である。

以上のように、中国人私費留学生が将来の進路を選択 ・決定 し、それを実現 させ る

過程において、目本で経験 したアルバイ ト活動や将来の正規の職業を選択 ・決定す る

際の心理状態および中国人私費留学生の所属が影響を与えることが推測できる。 中国

人私費留学生の将来の職業選択 ・決定に関す る心理状態や将来のキャリア志向につい

て分析することは、大学における留学生のキャリア教育や支援のために有益な参考デ

ータを提供できると考えられる。そこで、本研究では大学 ・大学院に在籍 している中

国人私費留学生を対象に質問紙調査を行い、来日後経験 したアルバイ ト活動 と将来の

正規の職業についてのキャリア意思決定および将来のキャリア志向がどのよ うに関連

するのかについて明らかすることを目的とした。なお、本研究では、中国人私費留学

生が大学や大学院を卒業 ・修了後の正規の職業を選択 ・決定する過程における心理状

態を 「キャリア意思決定」とし、将来従事 しようとする正規の仕事に関する意識 を 「将

来のキャリア志向」 とした。研究課題は次の3点 である。

研究課題1:中 国人私費留学生のキャリア意思決定はどのようなものか

研究課題2:中 国人私費留学生の将来のキャリア志向はどのようなものか

研究課題3:中 国人私費留学生のアルバイ トの経験 と所属、キャリア意思決定は将来

のキャリア志向にどのような影響を及ぼすのか

2.研 究方法

2.1調 査方法と分析対象者

2017年10月 か ら12月 にかけて、日本の大学 ・大学院に在i籍している中国人留学生

を対象に中国語版の質問紙を配布 ・回収 した。その結果、115名 から有効な回答が得

られた。本研究ではその中で、来 日後アルバイ トに従事した経験のある中国人私費留

学生103名 のデv-一・・タを分析対象 とする(表1)。 対象者の内訳については、男性44名 、

女性59名 、年齢は18歳 ～34歳(M・ ・25.2歳)で あった。また、滞 日期間については、

1年 未満2名 、1年 ～5年 未満70名 、5年 以上26名 、未回答5名 であり、現在の所属

は学部36名 、博士前期課程48名 、博士後期課程19名 であった。来 日後経験 したこと
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表1分 析対象者の属性

性別 男性44名 、女性59名

年齢 18歳 ～34歳(〃=25.2,SD=2.99)

滞日期間 1年未満2名 、1年～5年 未満70名 、5年以上26名 、未回答5名(M=3.61,SD=1.76)

現在の所属 学部36名 、博士前期課程48名 、博士後期課程19名

来日後経験したアルバイトの職種

(複数回答)

飲食店・ファーストフードなどの飲食関連66名(64.1%)、 コンビニ・スーパーのレジなどの接客業

61名(59.2%)、 中国語などの語学講師26名(25,2%)、 中小企業や商社などの事務15名

(14.6%)、 その他33名(32.0%)

のあるアルバイ トの職 種について は、 「飲食店 ・ファース トフー ド店 などの飲食 関連」

66名 、「コン ビニ ・スーパーのレジな どの接客業」61名 、 「中国語な どの語 学講師」26

名 、 「中小企業や 商社 な どの事務」15名 、 「その他」33名 で あった。

2.2質 問紙の構成と分析方法

質問紙は、来 日後経験したアルバイ トの職種と将来の正規の職業を選択 ・決定する

際の心理状態に関す る 「キャリア意思決定」、および将来従事 したい正規の仕事に関す

る 「将来のキャリア志向」を問う項 目と属性を問う項 目か ら構成 される。アルバイ ト

の職種については、日本学生支援機構(2016)で 行った 「平成27年 度私費外国人留学

生生活実態調査概要」の結果を参考に作成 し、複数回答式で回答を求めた。また、キ

ャリア意思決定に関しては、清水 ・花井(2007)を 参考に42項 目を作成 した。さらに、

将来のキャリア志向に関しては、加賀美(2008)と 岡村(2013)を 参考に12項 目を作

成 した。質問項 目については、それぞれ 「全く当てはまらない～非常に当てはまる」

の5件 法を採用 した。質問紙は日本語で作成し、その後中国語に翻訳した。翻訳文の

正確性を客観的に検証するためにバック トランスレーシ ョン法を用い、予備調査でそ

の適切さが確かめられた。

集まったデータはSPSSに より分析 を行なった。キャ リア意思決定、将来のキャリ

ア志向の因子構造については、主因子法 ・プロマックス回転による探索的因子分析を

行なった。また、アルバイ トの経験 と所属、将来の職業選択 ・決定に関す る心理状態

が将来従事 したい正規の仕事に与える影響を調べるために、アルバイ トの経験 と所属、

キャリア意思決定を独立変数、将来のキャリア志向を従属変数 として、ステップワイ

ズ法による重回帰分析を行った。

3.結 果

3.1キ ャリア意思決定に関する因子分析の結果

中国人私費留学生のキャリア意思決定の構造を明らかにす るために、因子分析を行

なった。因子負荷が低い項 目(.40以 下)や 複数の因子にまたがって高い負荷量を示す

項 目を削除した結果、6因 子が抽出された(表2)。

第1因 子は 「将来、職業につかずに好きなことをしていたい」「将来の職業のことを

真剣に考えたことがない」などの8項 目か らなり、将来の職業よりも自分の好きなこ
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表2キ ャリア意思決定の因子分析結果

項目 項目 因子平均値

1皿 皿1VVVI平 均値 標準偏差(標 準偏差)

将来、職業につか斑こ、好きなことをしていたい

就職しないでいつまでも今の状態でいられたらいいのにと思う

将来の職業のことを真剣に考えたことがない第1因 子

何もせ引こ、今のままでいたいモラト1炉ム・逃避
将来の職業については、考える慧欲が全くわかない(a= .92) 職業

のことなど考えずに、自分の好きなことに集中していたい

いつまでも仕事をしないで遊んで暮らせたらいいのにと思う

今まであまり職業のことをまじめに考えたことがない

器'

職業選択の問題は重要なことなので、親などと相談したい

第皿因子 将来の職業について、親などと相談をしたい

身近な他者との 自分一人で何かを決めた経験が少ないので、親などにアドバイスを求めたい

相談希望 自分だけでは、職業は決定できないので、親などと相談したい

(α冨,94)自 分一人で何かを決めた経験が少ないので、将来の職業について親などと相談 一

今までも重要な問題は親などと相談してきたので、職業選択の問題でも相談し21

将来、職業を決めることがうまくいくかどうか不安である

希望する職業への準備が十分であるのかどうか不安である

第皿因子 何かの影響で希望する職業につくことができなくなるので{よないかと心配になる

不安 将来の職業のことを考えると気が滅入ってくる

(0=.90)将 来の職業を決めることに対して不安がある

就職先を決めることのむずかしさを考えると不安になる

思わぬことで希望する職業につくことができないかもしれないと不安である

いろいろ考えすぎて、どの職業を選べ1諏いのかわからない

第W因子 職業の選択肢がたくさんあるので、迷ってしまう

様 な々選択肢 いろいろ考えすぎτ、自分に合う職業を決められない

による迷い いろいろなことに興味があるので、どの職業を選んだらよいのかわからない

(a=,92)魅 力ある職業がいくつもあるので、将来の職業を決められない

可能性のある将来の職業がたくさんあるので、どれにしたらよいのかわからない
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(a=.80) 具体的な将来の職業を考えているが、採用試験が心配である

.06-.04.15-.04.79-.132.581.202.58
-(1.10)

.00.10.03.14.74.022.581.18

.03-.08.25印.07-.08魯912.751.172.85

(1.11)

一,02.03.28.24-,09.422。951.2フ

　ヂゼ　　　

盃

轟

並

王 .,1.,E澄.必
一'讐:器:19
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とをしたいとい う思いや職業について考えたことがないことを表すため、『モラ トリ

アム ・逃避』(α=.92)と命名 した。第ll因子は 「職業選択の問題は重要なことなので、

親などと相談したい」「将来の職業にっいて、親などと相談 したい」などの6項 目から

なり、職業決定について親などに相談 したいとい う思いを表すため、『身近な他者 との

相談希望』(OF.94)と 命名 した。第皿因子は 「将来、職業を決めることが うまくいく

かどうか不安である」「希望する職業への準備が十分であるのかどうか不安である」な

どの7項 目か らな り、職業を決定することへの不安を表すため、『不安』(Ct==.90)と命

名 した。第IV因子は 「職業の選択肢がたくさんあるので、迷ってしまう」「可能性のあ

る将来の職業がた くさんあるので、どれにしたらよいのかわからない」な どの6項 目

からなり、数多くある職業の中から1つ に絞り込むことへの葛藤や迷いを表すため、

『様々な選択肢 による迷い』(αニ.92)と命名 した。第V因 子は 「将来のことはわから

ないから、職業のことは考えたくない」「自分に何が向いているかわからないので、職

業を決められない」の2項 目からな り、将来のことや 自分に向いていることについて

わからないため、職業選択に取 り組めないでいることを意味することか ら 『不明瞭さ
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による回避』(αr83)と 命名 した。第W因 子は 「将来の職業についての希望は明確な

のだが、採用試験に自信がない」「具体的な将来の職業を考えているが、採用試験が心

配である」の2項 目か らな り、希望する職業はあるものの採用試験に対する不安を表

すため、『採用試験不安』(OF.80)と 命名 した。

また、各項目の回答は5段 階評定で求めたため、各因子の平均値が3を 超えると、

職業選択 ・決定における心理状態を表すキャリア意思決定について 「当てはまる」 と

回答 した中国人私費留学生が多いことを表す。各因子の平均値において、いずれも平

均値が3を 超える因子は見当たらなかったが、『不安』の平均値が概ね3に 等 しく

(M』2.99,SD-O.97)、本研究の対象者は、将来の職業を決めることに不安を抱えた り、

何かの影響で希望す る職業につくことができな くなるのではないか と心配する様 子が

見 られた。さらに、下位項 目において、平均値が最も高いのは、『不安』の項 目の 「希

望する職業への準備が十分であるかどうか不安である」(M」3.23,SD=1.16)で あった。

つま り、本研究における中国人私費留学生は、将来の職業を選択 した り決定するにあ

たって、希望する職業はあるものの、それへの準備が十分であるか どうかについて不

安を抱えている傾向があると言える。留学生が希望する職業に関連する情報を提供す

ることや留学生が就職活動のための事前準備が しっかりできるように、大学のキャリ

ア教育や制度を整えていく必要性が浮き彫 りになった。

3.2将 来のキャリア志向に関する因子分析の結果

中国人私費留学生の将来のキャリア志向の構造を明らかにするために、因子分析 を

行なった。因子分析は3.1と 同様の手続きで行った。その結果、5因 子が抽出された

(表3)。

表3将 来のキャリア志向の因子分析結果

項目 項目 因子平均値

1皿 皿IVV平 均値 標準偏差(標 準偏差)

第1因 子 中国で起業したい

起業志向 日本で起業したい

(a=.90) 中国と日本以外
の第三国で起業したい

.92-.04-.23.04.012。24

.90-,11.21-、06-.112.19

.74.05-.05-.03.312,10

1.29

　コ　

1.29(1 .18)

1.30

第fi因 子 将来の仕事に
ついてはまだ決められない 一、05将来への不透明感

(a・・.63)将 来の見通しを持っていないため、将来の仕事が漠然として 一.08

、84-.21-.04-.032.891.242.64

(1,02)
.58.20.03.112.391.16

第皿因子 日本でとりあえず就職したい

日本での就職志向

(u=.62)ど んな企業でもいいので日本で就職したい

一.16-,16.82-.18.21

,16,22.62.19-,10

3.211.232.64

(1.03)2
.071.18

第IV因 子 中国で日本留学の経験を活かせる会社に就職したい

中国での就職志向

(a=.58)中 国で日本企業に就職したい

一.04-.10-,20.93.163.451.243,14

(1.02)
.00.22.14.50-.102.841.19

第V因 子

第三国志向

(α=.72)

中国と日本以外の第三国の大学院に進学したい

中国と日本以外の第三国で就職したい

.01-.10.19.18.702.221.342.23

(1.19)
.22.20.02-,11.622.231,35

因子相関行1塁

尋

麗.。Y.5蕩

'駈ll:22

- '1二
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第1因 子は 「中国で起業したい」「日本で起業 したい」などの3項 目か らなり、将来、

中国や 日本で起業することを希望するため、『起業志向』(Ot=.90)と命名 した。第H因

子は 「将来の仕事についてはまだ決められない」 「将来の見通 しを持っていないため、

将来の仕事が漠然 としている」の2項 目か らなり、将来の仕事に対 して漠然としてお

り、まだ決められないことを表すため、『将来への不透明感』(α=.63)と命名した。第

皿因子は「日本でとりあえず就職 したい」「どんな企業でもいいので 日本で就職 したい」

の2項 目か らな り、将来、日本で就職することを希望するため、『日本での就職志向』

と命名 した。第IV因子は 「中国で 日本留学経験を活かせ る会社に就職 したい」「中国で

日本企業に就職したい」の2項 目からなり、将来、中国で就職することを希望するた

め、『中国での就職志向』(Ct=.58)と命名 した。第V因 子は 「中国 と日本以外の第三国

の大学院に進学したい」「中国と日本以外の第三国で就職 したい」の2項 目からな り、

将来、中国や 日本以外の第三国で進学した り、就職 した りすることを希望するため、

『第三国志向』(Ot・=.72)と命名 した。

また、キャリア意思決定と同様に、各項 目の回答は5段 階評定で求めたため、因子

の平均値が3を 超えると、将来のキャリア志向として 「当てはまる」 と回答した中国

人私費留学生が多いと考えられる。各因子の平均値において、最も高いのは 『中国で

の就職志向』(M」3.14,S)1.02)で あった。さらに、下位項 目において、平均値が最 も

高いのは、『中国での就職志向』の項目の 「中国で日本留学の経験を活かせ る会社に就

職 したい」(M←3.45,SD=1.24)で あった。っまり、本研究における中国人私費留学生の

多くは、大学や大学院を卒業 ・修了後、中国で就職することを希望することがわかっ

た。これは、 日本学生支援機構(2020)に よる 「2018(平成30)年 度外国人留学生進

路状況 ・学位授与状況調査結果」や 日本語学校に在籍 している中国人私費留学生を対

象にした黄(2019)の 結果と一致する。 日本における 「高度外国人材」の受け入れが

叫ばれて久 しいが、現状では、留学生の約6割 が 日本で就職を希望 しても、実際に卒

業後、就職 しているのは2-3割 にとどまってお り、大きな トレン ドはここ10年 間で変

わっていない(文 部科学省,2019;日 本学生支援機構1,2019;2020な ど)。留学生は日本

での就職活動において 「企業に外国人材の採用意思があるかわか らない」「日本の就職

活動のルールがわからない」「日本語による適性試験や能力試験が難 しい」などの困難

を抱えている(総 務省,2016)。 そのため、本研究における中国人私費留学生も日本で

大学や大学院を卒業 ・修了してから中国で日本留学の経験が活かせる会社に就職する

ことを最も多 く希望 しているのではないだろうか。

3.3ア ルバイ トの経験とキャリア意思決定が将来のキャリア志向に及ぼす影響

中国人私費留学生のアルバイ トの経験と所属、キャリア意思決定が将来のキャリア

志向に及ぼす影響を調べるために、キャリア意思決定とアルバイ トの経験、所属を独

立変数、将来のキャリア志向を従属変数とする、ステップワイズ法による重回帰分析

を行った(表4)。 アルバイ トの経験については、それぞれの職種において 「アルバイ

トの経験がない」を統制群とし、「コンビニ・スーパーのレジ経験ダミー(無0,有1)」
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表4ア ルバイ トの経験 とキャリア意思決定、将来のキャリア志向の関連

将来のキャリア志向

将来への起業志向

不透明感

日本での

就職志向

中国での 第三国志向

就職志向

モラトリアム・逃避

身近な他者との相談希望

不安キャリア意思決定

様々な選択肢による迷い

不明瞭さによる回避

採用試験不安

.11

,02

- .33**

.56***

一、08

.06

.15

,07

.30**

.24*

.47***

一.30**

.30**

,01

.06

.13

,04

.09

一.05

.08

.04

.19*

,11

.02

.09

.03

-.20

.34***

,13

.08

コンビニ・スーパーのレジ経 験 ダミー 一.04.08

飲食 店 ・ファーストフード店 の経験 ダミー 一,06-.08アルバイトの経 験

中小 企業 ・商 社 の事務 経 験 ダミー.29**.03

中 国語などの語 学講 師 経 験ダミー.03.01

.14

-,03

,04

-.02

一.07-.04

.22*一.04

,06.13

- .09.03

学部ダミー所属

博±前期課程ダミー

,11

,00

一.03

,05

.13

-,06

,19.19*

.26**.11

R2.23***.56***.09**.16**.15***

***p< .001**p<.Ol*p<.05(数 値 は標 準 偏 回 帰 係 数)

「飲食店 ・ファース トフー ド店の経験ダミー(無0,有1)」 「中小企業 ・商社の事務 径

験ダミー(無0,有1)」 「中国語などの語学講i師経験ダミー(無0,有1)」 を用いた。

また、所属については、「博士後期課程」を統制群 とし、「学部ダミー(博 士後期課程

0,学 部1,博 士前期課程0)」 「博士前期課程ダミー(博 士後期課程0,学 部0,博 士前期

課程1)」 を投入 した。表中の数字は標準偏回帰係数(β)、R2は 決定係数である。

まず、将来のキャリア志向の 『起業志向』には、キャリア意思決定の 『不安』が負

の影響、『様々な選択肢による迷い』が正の影響、アルバイ トの経験の 「中小企業 ・商

社の事務経験ダミー」が正の影響を与えていた。つまり、将来の職業を選択 ・決定す

るにあた り不安はないが、職業の選択肢がたくさんあり迷って しま うことがあり、中

小企業や商社において事務のアルバイ トの経験がある場合、将来のキャリアとして中

国や 日本などで起業したい と考えることを表す。

次に、将来のキャリア志向の 『将来への不透明感』には、キャリア意思決定の 『不

安』『様々な選択肢による迷い』『不明瞭さによる回避』が正の影響、『採用試験不安』

が負の影響を及ぼしていた。 これは、職業を決めることに不安や葛藤 を抱えた り、自

分に何が向いているのかわか らないことがあるが、採用試験についてはあまり不安を

感じない場 合、将来のキャリアについて見通 しを持っていないことを意味する。

また、将来のキャリア志向の 『日本での就職志向』には、キャリア意思決定の 『モ

ラ トリアム ・逃避』が正の影響を及ぼしていた。つまり、「職業のことなど考えずに、

自分の好きなことに集中していたい」と思 う場 合、将来のキャリアとして 「日本で就

職 したい」と考えている様 子が見 られた。

さらに、将来のキャリア志向の『中国での就職志向』には、キャリア意思決定の『様々

な選択肢による迷い』が正の影響を与えていた。また、アルバイ トの経験の 「飲食店 ・

ファース トフー ド店の経験ダミー」が正の影響、所属の 「博士前期課程ダミー」が正
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の影響を及ぼしていた。これは、「可能1生のある将来の職業がたくさんあるので、どれ

にした らよいのかわからない」と考え、飲食店やファース トフー ド店でアルバイ トを

した経験がある場合、また、博士前期課程の学生は博士後期課程の学生に比べて、大

学院を修了後中国で 日本留学経験が活かせ る企業に就職したい と考える傾向があるこ

とを意味す る。

最後に、将来のキャリア志向の 『第三国志向』には、キャリア意思決定の 『様々な

選択肢による迷い』が正の影響、所属の 「学部ダミー」が正の影響を与えていた。つ

まり、将来の職業を選択 ・決定するにあた り 「職業の選択肢がたくさんあるので、迷

ってしま う」などの葛藤を抱えている場合、また、学部生は博士後期課程の学生に比

べて、将来のキャリアとして 「中国や 日本以外の第三国」に進学 したり就職 した りす

ることを選択 しやすいことを表す。

4.ま とめと総合的考察

本研究では、中国人私費留学生を対象にアルバイ トの経験 と将来の正規の職業を選

択 ・決定する過程における心理状態を表すキャリア意思決定、将来のキャリア志向に

ついて調査を行った。また、アルバイ トの経験 と中国人私費留学生の所属、キャリア

意思決定が将来のキャリア志向に及ぼす影響について明らかにした。ここでは、まず、

因子分析の結果についてまとめ、次に、重回帰分析の結果を中心に総合的考察を行 う。

まず、因子分析の結果についてまとめる。 中国人私費留学生のキャリア意思決定に

ついて、『モラ トリアム ・逃避』『身近な他者 との相談希望』『不安』『様々な選択肢に

よる迷い』『不明瞭 さによる回避』『採用試験不安』の6因 子が抽出された。 しか し、

各因子においていずれも平均値3を 超える因子はなく、本研究の対象者が将来の職業

を選択 した り決定したりする心理状態において、不安や葛藤 を抱えた り、親などの身

近な他者に相談したり、将来の職業を考えることから一時逃避iした りすることをあま

り選択 しないと考えられる。また、将来のキャリア志向について、『起業志向』『将来

への不透明感』『日本での就職志向』『中国での就職志向』『第三国志向』の5因 子が得

られた。その中で、特に 『中国での就職志向』を持ちやすいことがわかった。さらに、

中国で就職する際には 日本での留学経験が活かせる会社や 日本企業に就職 したいとし

てお り、帰国後も日本 との関わりを持ち続けよ うとする様子が窺えた。

次に、重回帰分析の結果を中心に考察を行 う。第一に、キャリア意思決定の 『モラ

トリアム ・逃避』は、将来のキャリア志向の 『日本での就職志向』に正の影響を与え

ていた。将来の職業について、「職業のことなど考えずに、自分の好きなことに集中し

ていたい」 「今まであま り職業のことをまじめに考えたことがない」 と認識する場合、

大学や大学院を卒業 ・修了 してから 「日本で取 りあえず就職 したい」「どんな企業でも

いいので 日本で就職 したい」と考える傾向が示 された。中国人が 日本に留学する理由

として、進んだ高等教育を求めるほかに、経済高度成長による家庭所得の増加、一人

っ子を中心とする家庭構成による海外留学の経費支弁能力の向上(李,2016)、 および

中国国内における高等教育普及による就職 難(奥 山 ・笹倉,2019;察,2011;登 坂,2007
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など)が あるとされている。つまり、中国人私費留学生は 日本への留学についてそれ

ほど明確な目標がなく、また、日本での留学生活が終了してからのキャ リアや職業に

ついて具体的に考えていない場合、中国社会における就聰灘 を逃れるため、就職先と

して 日本を視野に入れ、「日本で取 りあえず就職したい」と考える様子が窺えた。

第二に、キャリア意思決定の 『不安』は、将来のキャ リア志向の 『起業志向』に負

の影響、『将来への不透明感』に正の影響を与えていた。将来の職業を決定す ることに

対 して不安を感 じない場合、日本で留学を終え、将来は 「中国や 日本、または第三国

で起業 したい」 と考える傾向が示 された。中国における新規大学卒業者の就職に関し

て、卒業しても就職が決まらなかった場合の進路として 「自立起業」を選ぶことがあ

る(徐 ・来島,2006)。 本研究の対象者の場合、将来の職業の決定や希望す る職業への

準備について不安を感 じないのは、自立起業を視野に入れているからではないだろう

か。一方、「将来、職業を決めることがうまくい くかどうか不安である」と考えている

場含、将来のキャリアについては見通 しを持っておらず、将来の仕事が漠然 としてい

ると捉える傾向が示された。将来の職業を決めることに不安を感 じる場合、あえて進

路選択を避iけることが考えられ、それによって進路選択に対する自己効力感が下がり、

将来のキャリアについてはっきりした選択ができないのではないだろうか。

第三に、キャリア意思決定の 『様々な選択肢による迷い』は、将来のキャリア志向

の 『起業志向』『将来への不透明感』『中国での就職志向』『第三国志向』に影響を与え

ていた。特に、『様々な選択肢による迷い』が 『起業志向』(βr56,〆.001)と 『第三国

志向』(B-.34,〆.001)に 及ぼす影響が大きかった。「いろいろ考えすぎて、どの職業を

選べばよいのかわからない」ことや 「職業選択肢がたくさんあるので、迷ってしまう」

と考えている場合、将来のキャリア として日本や中国、または日本と中国以外の第三

国で起業することや第三国で進学、就職 したいと考えている傾向が示 された。北中

(2015)の 調査によると、多くの中国の若者たちは、中国国内での就職 をより有利 な

ものにすることや海外の企業での就職とい う人生の選択肢を広げることを夢見てアメ

リカを目指 してお り、中国の多くの留学仲介業者はアメリカ留学について、就職の有

利性をうたった広告を展開しているという。っまり、中国人学生は日本に留学をした

ものの、将来の職業選択 ・決定について様々な選択肢に迷い、起業することや中国で

の就職、第三国での就職等の間で揺れていることが推測 される。

第四に、キャリア意思決定の 『不明瞭 さによる回避』 と 『採用試験不安』は、将来

のキャリア志向の 『将来への不透明感』に影響を与えていた。将来の職業に関して、

「将来のことはわからない」ことや 日本における採用試験には不安を抱えないが 「将

来の職業について具体的に考えていない」場合、「将来の見通 しを持っていないため、

将来の仕事が漠然 としている」 と捉えていることがわかった。職業選択 ・決定におい

てどのように職業を決定すればいいのかわからなかった り、職業について明確な希望

がなく具体的に考えていなかった りする場含、将来のキャリアについての見通 しを持

っことが難 しいことが考えられる。

第五に、アルバイ トの経験の 「飲食店 ・ファース トフー ド店の経験」は将来のキャ
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リア志向の 『中国での就職志向』に影響 を及ぼし、「中小企業 ・商社の事務経験」は将

来のキャリア意識の 『起業志向』に影響を与えていた。徐 ・阿部(2012)に よると、

日本で留学を終え中国に帰国して企業に就職した中国人元留学生は、日本での留学生

活で身につけた日本語力、コミュニケーション能力が仕事に活かされていると高く評

価 しているとしている。これまでに、中国人留学生がアルバイ ト活動を通 して 日本語

能力が向上したことを肯定的に捉えていることは、様々な研究により検証 されている

(小島,2003;諦 ・渡邉 ・今野,2009な ど)。また、飲食店やファース トフー ド店でアル

バイ トに従事する際には、年齢層やバ ックグラウン ドが様々な利用客とのや りとりを

行 う場合があ り、それによってコミュニケーション能力が向上することが考えられる。

つまり、飲食店やファース トフー ド店でアルバイ トをした経験のある人はない人に比

べ、日本的なサー ビスを学んだことや 日本人 とのコミュニケーションに自信を持 って

いると考えられ、帰国後 日系企業や 日本 と事業関連のある会社に就職することを意識

しやすいのではないだろうか。 さらに、中小企業や商社の事務のアルバイ トに関 して

は、金銭面での肯定感を得たと捉えやす く(黄,2020)、企業内での職務経験を通 して、

起業のイメージができたり、そのノウハ ウを身につけた りした可能性がある。そのこ

とにより、将来、日本や中国または第三国で起業したい と考えることに繋がった と推

測できる。

最後に、所属の 「学部」は将来のキャリア志向の 『第三国志向』に、「博士前期課程」

は将来のキャリア志向の 『中国での就職志向』に影響を及ぼ していた。学部生 は博士

後期課程の学生に比べて、将来、中国や 日本以外の第三国に進学した り、就職 したり

することを希望す る傾向があることがわかった。 これは、外国人留学生進路状況調査

(日本学生支援機構1,2020)の結果において、留学生が 日本で学業を終えてからの進路

として、 日本 ・出身国(地 域)以 外に 「進学」する割合が、学部生の1.6%に 対 して博

士後期課程の学生はわずか0.2%に 留まっていることと一致するものである。また、博

士前期課程の学生は博士後期課程の学生に比べて、将来、中国で日系企業や 日本留学

経験が活かせ る会社に就職 したいと考えている傾向が見 られた。大学院博士後期課程

ではより高度な専門知識を極められ、博士後期課程修了後はその専門知識が活 かせる

大学や研究所などへの就職を希望する傾向が強いと考えられる。しかし、外国人留学

生は日本で博士号を取得 しても、 日本で専門知識を活かせる機 関に就職することが難

しい(黄,2021)と されている。そのため、本研究の対象者 においても、博士後期課程

の学生は日本への留学を終えてから中国に帰国し、大学や研究所などで専門知識を活

かせる仕事につきたいと考えているが、企業等に就職 したい とは考えていないのでは

ないだろうか。

以上のように、本研究では、大学や大学院に在籍 している中国人私費留学生はアル

バイ トの経験や所属、および将来の職業を選択 ・決定する過程における心理状態の違

いにより、将来従事 しようとする仕事に対するキャリア志向が異なることがわかった。

特に、将来の職業の選択や決定に関しては、不安や葛藤を抱えたり、その状況か ら逃

避 したり、自分自身に猶予を与えた りす る心理状態が見 られた。 しかし、このような
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心理状態は必ずしも将来のキャリア志向に否定的な影響を与えることではなく、その

中でも将来のキャ リアについて様々な選択を行っている様 子が窺えた。将来の進路や

職業を決めるとい う活動に関わ り合 うことができるかどうかとい う心理状態を示す

「キャリア意思決定」は一定的なものではなく、 日本での留学生活が終わる時期や就

職活動を行 う時期などに合わせて常に変化するものと考えられる。また、アルバイ ト

の経験も将来のキャ リア志向に影響を与えており、留学生がアルバイ ト活動を行 う際

に、将来のキャリアを見据えた職種を選ぶよ うなキャリア教育や支援の必要性が浮き

彫 りになった。

5.今 後の課題

昨今の新型 コロナ ウィルス感染症による影響で、アルバイ トの時間数が制限された

り退職を余儀なくされた りすることがあり、中国人私費留学生が従事するアルバイ ト

の職 種などに変化が見 られる可能性がある。今後は、このような時代の変化 を踏まえ

た調査を進めていきたい。また、本研究の対象者は大学や大学院に在籍 している中国

人私費留学生に限定 したため、対象者に偏 りがある。今後 は、学習内容や学習環境が

それぞれ異なる日本語学校 と大学に在籍 している中国人私費留学生の比較や私費留学

生と国費留学生の比較検討も行いたい。
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